
  
 

 民生用のエネルギー消費量は増加しており、住宅の省エネルギー化をさらに推進していく必要があり

ます。本研究は、寒冷地においてエネルギー収支ゼロ＊を達成し、また、夏季の暑さ対策にも配慮した

通年快適な住宅を提案することを目的としています。 
＊エネルギー収支ゼロ：暖冷房・給湯などのエネルギー消費と発電によるエネルギー生産を差し引きした年間のエ

ネルギー収支をゼロとする 

来年度にモデル住宅を建設し、実証試験を行う予定です。その結果をもとにシミュレーション精度

の向上を図り、北海道各地で必要な仕様を明らかにしていく予定です。 

本年度は、既存のデータを用い、シミュレーションによってエネルギー収支ゼロを達成するための断

熱・換気・暖房・発電仕様の検討を行いました。結果の概略は以下のとおりです。 
１． 屋根全面を太陽光発電パネルとすれば年間 9000kWh程度の発電が可能と考えられます。 
２． ヒートポンプを使用しないとすれば、住宅の熱損失係数を 0.5W/㎡ K以下にする必要があります。
３． ヒートポンプを使用すれば、熱損失係数 1W/㎡ K程度でエネルギー収支ゼロを達成できそうです。

寒冷地における木質パネル住宅のゼロエネルギー化に関する研究 

 
共同研究機関名 株式会社ミサワホーム総合研究所 

担  当  科 居住科学部人間科学科、環境科学部居住環境科 

研 究 期 間 平成 17～19 年度 

研究の目的 

研究概要 

活用方法・成果 

0 200 400 600 800 1000 1200

全国

北海道

札幌市

発電量[kWh/kW]

0 5000 10000 15000 20000 25000

既存調査

モデル１

モデル２

モデル３

モデル４

モデル５

モデル６

電力消費量[kWh]

暖房

給湯

厨房

照明・家電

その他

冷房

モデル 暖房 給湯 換気 夏対策 
1 電気 電気 第 2種  
2 電気 電気 熱交換  
3 電気 電気 熱交換 庇・通風 
4 HP HP 第 2種  
5 HP HP 熱交換  
6 HP HP 熱交換 庇・通風 

 

 ゼロエネルギーを達成するための断熱・換
気・暖房・発電仕様の検討 

各要素技術の検討 要素技術の性能測定

モデル住宅における技術の検証 
① モデル住宅の建設  

② 省エネルギー効果の実測 
③ 室内温熱環境の実測 

シミュレーションによる最適化に関する検討 
① 実測結果をもとにしたシミュレーションモデル

の開発 

② 地域に適した要素技術の組み合わせの検討 

発電量実績（新エネルギー財団公表データ） 計算結果 

研究項目 


